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ダイヤモンドに導電性を付与したホウ素添加ダイヤモンド（Boron Doped Diamond; BDD）

は、化学安定性に優れているため新規電極材料として期待されている。BDD 自体は触媒特性

を有していないため、金属粒子を担持して電極としての機能を向上させることが望まれる。

演者らは、金属粒子を担持したダイヤモンドおよび BDD を高温・水素気流下で加熱するこ

とで以下の現象を発見した。 
・ 鉄、コバルト、ニッケル、白金の金属ナノ粒子がダイヤモンド表面層を触媒化学的に掘

削し、ナノサイズの孔あるいは溝を形成する。 
・ 孔の形成の際にメタンが生成する。 
・ 掘削挙動はダイヤモンドの表面原子配列を反映する。 
・ 掘削によりBDD の表面積を増大させることに成功した。 
・ 金属ナノ粒子を高分散かつ埋め込み担持することができる。 
・ Pt/BDD触媒電極を作製し、電極特性を評価したところPtナノ粒子特有の触媒能を示した。 
以上のように、新規な、ナノ表面加工および高耐久性触媒への展開が期待される。 
 

 

Fig. 1 (a) Diamond (100) 面に埋め込み担持されたNi粒子のHRSEM像 (10時間加熱), (b) Niナノ粒子

によって多孔化されたBDD のHRSEM 像 (2 時間加熱), (c) BDD に高分散担持された Pt ナノ粒子の

HRSEM像（2時間加熱）［いずれの試料もH2（10％）＋N2（90%）の混合ガス雰囲気下にて加熱］ 
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金属ナノ粒子を触媒としてダイヤモンドを掘削
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